
公

告

平成™˜年�月š˜日 金曜日 第œ˜™›号官 報

経
済
上
の
連
携
の
強
化
に
関
す
る
日
本
国
と
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
と
の
間
の

協
定
附
属
書
一
の
日
本
国
の
表
に
お
い
て
関
税
の
譲
許
が
一
定
の
額
を
限

度
の
基
準
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
物
品
の
輸
入
額
の
公
告

関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
3
5年
政
令
第
6
9号
）
第
3
3条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
2
1年
４
月
１
日
か
ら
平
成

2
1年
６
月

3
0日
ま
で
の
間
に
お
け
る
経
済
上
の
連
携
の
強
化
に
関
す
る
日
本
国
と
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
と
の
間
の
協
定

（
平
成
1
7年
条
約
第
８
号
）
附
属
書
一
の
日
本
国
の
表
に
お
い
て
関
税
の
譲
許
が
一
定
の
額
を
限
度
の
基
準
と
し
て
定

め
ら
れ
て
い
る
物
品
の
輸
入
額
を
、
次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

平
成

2
1
年
７
月

3
1
日

財
務
大
臣
与
謝
野
馨

ロ

口
述
試
験

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日

午
前
十
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

（
状
況
に
よ
り
、
一
部
受
験
者
に
つ
い
て
は
、

十
一
月
三
十
日
の
午
後
五
時
以
降
又
は
十
二
月
一

日
に
行
う
こ
と
と
す
る
。）

三
、
受
験
手
続

イ

受
験
願
書
（
筆
記
試
験
免
除
申
請
書
）
の
請
求

受
験
願
書
及
び
筆
記
試
験
免
除
申
請
書
（
本
年
の

筆
記
試
験
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
限
る
。）

は
、
受
験
者
の
居
住
地
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
又

は
運
輸
監
理
部
（
居
住
地
が
沖
縄
県
に
あ
る
場
合
は

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
）
に
お
い
て
交
付
す
る
の

で
、
請
求
す
る
こ
と
。
な
お
、
郵
便
で
請
求
す
る
場

合
に
は
、
返
信
用
の
郵
便
切
手
百
四
十
円
を
同
封
す

る
こ
と
。

ロ

受
験
願
書
の
出
願

受
験
希
望
地
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
又
は
神

戸
運
輸
監
理
部
長
（
受
験
希
望
地
が
那
覇
市
で
あ
る

場
合
は
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
長
）
に
提
出
す
る

こ
と
。
な
お
、
平
成
二
十
年
の
筆
記
試
験
合
格
者
で

あ
っ
て
、
本
年
の
筆
記
試
験
に
つ
い
て
免
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
す
る

こ
と
。

な
お
、
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
に
は
、
書
留
郵
便

と
し
、
返
信
用
の
郵
便
切
手
八
十
円
を
同
封
す
る
こ

と
。

ハ

受
験
願
書
の
出
願
期
間

平
成
二
十
一
年
八
月
十
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
九

月
四
日
ま
で（
郵
送
の
場
合
は
九
月
四
日
消
印
有
効
）

ニ

受
験
手
数
料

受
験
願
書
に
六
千
八
百
円
の
収
入
印
紙
を
貼
付
す

る
こ
と
（
消
印
は
し
な
い
）。

ホ

筆
記
試
験
の
免
除

平
成
二
十
年
の
筆
記
試
験
に
合
格
し
、
口
述
試
験

に
不
合
格
と
な
っ
た
者
が
本
年
受
験
す
る
場
合
に

は
、
受
験
願
書
に
筆
記
試
験
免
除
申
請
書
を
添
え
て

提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
年
の
筆
記
試
験
は
免
除

さ
れ
、
直
接
口
述
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

ヘ

受
験
願
書
（
筆
記
試
験
免
除
申
請
書
）
の
請
求
及

び
出
願
先

北
海
道
運
輸
局
海

事
振
興
部
旅
客
船

舶
産
業
課

小
樽
市
港
町
五
番
三
号

小
樽

港
湾
合
同
庁
舎
（
郵
便
番
号
〇

四
七
e

〇
〇
〇
七
）

電
話
〇

一
三
四
e

二
七
e

七
一
七
六

東
北
運
輸
局
海
事

振
興
部
海
事
産
業

課

仙
台
市
宮
城
野
区
鉄
砲
町
一
番

地

仙
台
第
四
合
同
庁
舎
（
郵

便
番
号
九
八
三
e

八
五
三
七
）

電
話
〇
二
二
e

七
九
一
e

七

五
一
二

関
東
運
輸
局
海
事

振
興
部
旅
客
課

横
浜
市
中
区
北
仲
通
五
丁
目
五

七
番
地

横
浜
第
二
合
同
庁
舎

（
郵
便
番
号
二
三
一
e

八
四
三

三
）

電
話
〇
四
五
e

二
一

一
e

七
二
一
四

北
陸
信
越
運
輸
局

海
事
部
海
事
産
業

課

新
潟
市
中
央
区
万
代
二
丁
目
二

番
一
号
（
郵
便
番
号
九
五
〇
e

八
五
三
七
）

電
話
〇
二
五
e

二
四
四
e

六
一
一
三

中
部
運
輸
局
海
事

振
興
部
旅
客
課

名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
二
丁
目

二
番
一
号

名
古
屋
合
同
庁
舎

第
一
号
館
（
郵
便
番
号
四
六

〇
e

八
五
二
八
）

電
話
〇
五

二
e

九
五
二
e

八
〇
一
三

近
畿
運
輸
局
海
事

振
興
部
旅
客
課

大
阪
市
中
央
区
大
手
前
四
丁
目

一
番
七
六
号

大
阪
合
同
庁
舎

第
四
号
館
（
郵
便
番
号
五
四

〇
e

八
五
五
八
）

電
話
〇

六
e

六
九
四
九
e

六
四
一
六

神
戸
運
輸
監
理
部

海
事
振
興
部
旅
客

課

神
戸
市
中
央
区
波
止
場
町
一
番

一
号

神
戸
第
二
地
方
合
同
庁

舎
（
郵
便
番
号
六
五
〇
e

〇
〇

四
二
）

電
話
〇
七
八
e

三
二

一
e

三
一
四
六

中
国
運
輸
局
海
事

振
興
部
旅
客
課

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
六
丁
目

三
〇
番
地

広
島
合
同
庁
舎
四

号
館
（
郵
便
番
号
七
三
〇
e

八

五
四
四
）

電
話
〇
八
二
e

二

二
八
e

三
六
七
九

四
国
運
輸
局
海
事

振
興
部
旅
客
課

高
松
市
朝
日
新
町
一
番
三
〇
号

高
松
港
湾
合
同
庁
舎
（
郵
便

番
号
七
六
〇
e

〇
〇
六
四
）

電
話
〇
八
七
e

八
二
五
e

一
一

八
二

九
州
運
輸
局
海
事

振
興
部
旅
客
課

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁

目
一
一
番
一
号

福
岡
合
同
庁

舎
新
館
（
郵
便
番
号
八
一
二
e

〇
〇
一
三
）

電
話
〇
九
二
e

四
七
二
e

三
一
五
五

内
閣
府
沖
縄
総
合

事
務
局
運
輸
部
総

務
運
航
課

那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち
二
丁
目
一

番
一
号

那
覇
第
二
地
方
合
同

庁
舎
二
号
館
（
郵
便
番
号
九
〇

〇
e

〇
〇
〇
六
）

電
話
〇
九

八
e

八
六
六
e

一
八
三
六

国
土
交
通
省
（
本

省
）
海
事
局
海
事

人
材
政
策
課

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
丁

目
一
番
三
号

中
央
合
同
庁
舎

三
号
館
（
郵
便
番
号
一
〇
〇
e

八
九
一
八
）

電
話
〇
三
e

五

二
五
三
e

八
九
四
六

司
法
書
士
懲
戒
処
分
公
告

下
記
の
者
に
つ
い
て
は
、
司
法
書
士
法
（
昭
和
2
5年
法

律
第

1
9
7号
）
第

4
7条
第
３
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

2
1年
７
月
2
5日
に
司
法
書
士
業
務
の
禁
止
の
処
分
を
行
っ

た
の
で
、
同
法
第
5
1条
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成

2
1
年
７
月

3
1
日

横
浜
地
方
法
務
局
長
紺
野
清
幸

記
氏
名
櫻
山
仙
次
郎

所
属
す
る
司
法
書
士
会
神
奈
川
県
司
法
書
士
会

登
録
番
号
横
浜
第
2
0
5号

事
務
所
の
所
在
地
神
奈
川
県
相
模
原
市
富
士
見
５
丁
目

2
1番

2
1号

フ
ロ
ー
レ
オ
淵
野
辺
2
0
3

違
反
行
為
業
務
停
止
期
間
中
の
業
務
行
為
等

四
、
筆
記
試
験
合
格
者
の
発
表

イ

発
表
場
所

受
験
番
号
を
受
験
地
を
管
轄
す
る
各
地
方
運
輸

局
、
運
輸
監
理
部
又
は
内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
に

掲
出
す
る
ほ
か
、
口
述
試
験
受
験
案
内
を
筆
記
試
験

合
格
者
に
送
付
す
る
。

ロ

発
表
日
時

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

五
、
口
述
試
験
合
格
者
の
発
表

イ

発
表
場
所

受
験
番
号
を
、
官
報
で
公
示
す
る
ほ
か
、
合
格
証

書
を
口
述
試
験
合
格
者
に
送
付
す
る
。

ロ

発
表
日
時

口
述
試
験
終
了
後
二
十
日
以
内

工
場
財
団

諸

事

項

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

国
土
調
査
の
実
施
に
関
す
る
公
示

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第

七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
国

土
調
査
の
実
施
に
関
し
て
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

国
土
地
理
院
長

小
牧

和
雄

一
、
事
業
（
基
準
点
測
量
）
実
施
計
画
の
国
土
交
通
大
臣

承
認
年
月
日

平
成
二
十
一
年
七
月
八
日

二
、
調
査
を
実
施
す
る
者
の
名
称

国
土
地
理
院

三
、
調
査
地
域

北
海
道

空
知
郡
奈
津
江
町

栃
木
県

日
光
市

埼
玉
県

日
高
市
、
比
企
郡
と
き
が
わ
町

東
京
都

西
多
摩
郡
日
の
出
町

長
野
県

松
本
市
、
須
坂
市
、
小
諸
市
、
東
筑
摩
郡

筑
北
村

岐
阜
県

高
山
市
、
土
岐
市
、
加
茂
郡
白
川
町
、
可

児
郡
御
嵩
町

静
岡
県

榛
原
郡
川
根
本
町

三
重
県

度
会
郡
玉
城
町
、
度
会
郡
度
会
町

兵
庫
県

淡
路
市
、
た
つ
の
市
、
神
崎
郡
神
河
町

和
歌
山
県

有
田
郡
湯
浅
町
、
日
高
郡
印
南
町
、
日
高

郡
日
高
川
町
、
西
牟
婁
郡
白
浜
町

島
根
県

浜
田
市
、
安
来
市

岡
山
県

真
庭
市

広
島
県

神
石
郡
神
石
高
原
町

徳
島
県

那
賀
郡
那
賀
町

香
川
県

仲
多
度
郡
多
度
津
町

高
知
県

南
国
市

大
分
県

別
府
市

四
、
調
査
期
間

国
土
交
通
大
臣
承
認
の
日
か
ら
平
成
二

十
二
年
三
月
三
十
一
日

島
根
県
出
雲
市
西
郷
町
字
小
池

7
1
8番
地
ヒ
ラ
タ
精
機

株
式
会
社
の
工
場
財
団
に
島
根
県
出
雲
市
西
郷
町
字
小
池

7
1
8番
地
ヒ
ラ
タ
精
機
株
式
会
社
の
機
械
器
具
等
を
追
加

す
る
変
更
登
記
申
請
に
係
る
動
産
に
つ
き
権
利
を
有
す
る

者
、
差
押
、
仮
差
押
又
は
仮
処
分
債
権
者
は
、
本
日
か
ら

3
2日
以
内
に
権
利
を
申
し
出
て
下
さ
い
。

平
成

2
1
年
７
月

3
1
日
松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支
局

˜™


		2009-07-30T15:01:08+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




